































































細胞質内封入体の純化 :ひも状ウイルスを接種 したコマツナの柄葉 19当たり,2nWの
0.5Mのりん酸カリウム横衝液(pH7.5),5mgのsodiumsullte,0.5meのchlorofoTm,0.5me
のcarbontetrachlorideを混じた溶液を加えて磨砕 し,1,020Xg5分間遠心分離 した.有
機溶剤を含む沈殿を病兼重 19当たり0.5nWのPB (pH7,5)に溶解 し,1,020xg5分間
遠心分離 し,その上清と前記の上晴とを合わせたものを13,200xg15分間遠心分離した.
沈殿に当初の病棄 19当たり0.05M PB (pH8.2)(0,1%の2-mercaptoethan01(2-ME)
を加用)を0.2me加えて溶解 し,それに最終濃度 5%のTritonX-100を加えて4℃で 1時
間税はんしたのち,27,000Xg15分間遠心分離 した.その沈殿を0.1%2-MEを含む20mM
PB (pH8.2)(当初の病兼重1009当たりPB5mg)に溶解 し,30秒間掛 まんした.これ
を上記27,000xg遠心分離と沈殿の溶解後の低速遠心分離 (1.020xg)を2回繰 り返 し.











で固定 し,エタノールで脱水後エポン樹脂に包座 して薄切 りにし,酢酸ウラニルとクエン
酸鉛とで二重染色 した試料を用いた.超薄切片の作製にはLXBUltrotome,電顕観察には
日立 HU-12を用いた.











ヒャクニチソウ :接種紫には淡い退色斑点を生じ,薬が下垂 した.上剰 二は退色軌責を
生じ,葉脈に伸びて星状形となり,又葉脈遷化を生じた.のち進展 して隣接のものとゆ合
し,明瞭なモザイクを生じて,萎縮 した (PlateI,3-left).品種スカーレットフレーム
は花弁が赤色で退色性の激 しいカラーブレーキングを生 じ,発育が悪 く,奇形を生じ萎縮
した (PlateI,4-rlght),品種カナリーバー ドは花弁が黄色でカラーブレーキングを生

















透化をLLじ,それが次解にえそ化 してネット横瀬脈えそになり,発育悪 く萎縮 した.
聖 コ rWhiteBurley,SamiaR吐 :接種紫に初め lrnrn前後のえそ斑点を生じ,のち拡大
して5-6mm大になった.えそ斑点は中心淡褐色,周り濃褐色の輪紋となり,乾燥状態に
なった.全身感染 しなかった.









BeLavulgaris,varcicL7,CalhslephzLSCJlTLeTI叫 CeloSは CTLSEaは,Chenopodtum amaraTulCOlor,C
qu7Wa,CucumiSSaLltJuS,Cucurbuamarlma,C pepo,GomphrenagJobosa,Hyoscyamus Tugar,
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stralnあるいはTuMV築後10分雑株20,40)に類似 している. しかし本ウイルスは Cama_
ranthcolor,Cqutnoaおよびソラマメには局部感染するが,全身感染 しない点で,-こ一九ら
の系統と寄生性を異にしている.又寄主範囲においては本ウイルスはアイリスやスターチ
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チソウの寄主反応について調べ,TuMVに感染 した植物では葉に生育障害とモザイクを.




はモザイクを生 じて生育が悪 く,萎縮を生 じた.一方 CMVに感染 したヒヤク二チソウ
では兼にモザイクを生 じたが,花に著 しい症状は現れなかった. しかるに CMV と
TuMVとが混合感染 した植物ではそれらの相乗作用によってCMVまたはTuMVの単独
感染のものより,著しい発育障害と萎縮,花に激 しいカラーブレーキングを生じた (Plate
I,5-right).赤花種では花弁の色が,TuMV単独感染では少 し薄 くなった (Pla亡eI,














の病葉には細胞壁に直立 してみられるものが多く,また小胞体 (ER)に直立 して形成さ
れるものが見られる.病徴の進んだ細胞では封入体は細胞質内に散在 または集塊 し,
clrCularになるものと封入体の興片が長く伸び,また幾層にもなった湾曲の少ないものが
見られた.Potyvirus誘導封入体が細胞壁に直立 して形成 されることはKrass,C ∫&
Ford,R E (1969),Gardner,W.S (1969),Lawson,R H &Hearon,S S (1971),Law-
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